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１ 単元名 

 「長さの測り方」 ～くすの木オリンピック・パラリンピックにチャレンジしよう～ 

 

２ 単元について 

（１）学習内容 

本単元で扱う内容は、算数科学習指導要領解説では以下のように位置付けられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２学年 C 測定  

(１)量の単位と測定に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。  

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。  

(ア) 長さの単位（ミリメートル（mm）、センチメートル（cm）、メートル（ｍ））について知り、測定

の意味を理解すること。 

  (イ) 長さについて、およその見当を付け、単位を適切に選択して測定すること。 

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 

(ア) 身の回りのものの特徴に着目し、目的に応じた単位で量の大きさを的確に表現したり、比べたりす 

ること。 

 

今回の単元では、第１学年の学習と第２学年の学習を取り入れながら進めていく。 

第２学年では、普遍単位を用いることの必要性に気付かせ、単位の意味について理解させるとともに、そ

れを用いて正しく測定すること（普遍単位による測定）を主なねらいとしている。身の回りのものの特徴に

着目し、目的に応じた単位で量の大きさを的確に表現したり比べたりすることもねらいとしている。そこで、

普遍単位を用いて測定したり表現したりする力を身に付けられるように指導をしていく。しかし、児童の中

には、間接比較についての技能が身に付いていない児童もいる。そのため、身の回りにあるものを測定する

際、基準を決め、その幾つ分かで数値化することを目標とし、大きさの違いを明確にしていく活動を行って

いく。 

本時は、2024年、夏に行われたオリンピック・パラリンピックに関連した遊びからの長さの測定を行って

いくこととした。2024年はパリオリンピック・パラリンピックが行われ、子供たちの夏休みの思い出に出て

くるほど注目していた。しかし、オリンピック・パラリンピック種目の中に中心からの距離を測る種目があ

ることに気が付くことができていない。そのため、今回の授業において実際のオリンピック・パラリンピッ

クに関連した遊びを取り入れることにより、楽しみながら今後の生活につながる学習にしていきたいと考え

た。また、算数科の部分においても固定物の測定を的の中心からの測定という発展的な学習となっている。

このようなことから、算数科のみならず体育科、生活単元学習など教科横断的な学習とするためにこの学習

 第１学年 C 測定 

（１）身の回りのものの大きさに関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指

導する。 

 ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

  （ア）長さの量を、具体的な操作によって直接比べたり、他のものを用いて比べたりすること。 

  （イ）身の回りにあるものの大きさを単位として，その幾つ分かで大きさを比べること。  

 イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

  （ア）身の回りのものの特徴に着目し，量の大きさの比べ方を見いだすこと。 
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を設定した。 

長さについては、生活や学習の場面で使用される場面が多くあり、将来の就労先の作業にも必要であるこ

とが考えられる。そのため、本単元で「長さ」に関する基礎概念を獲得することで、児童の生活力や学習に

取り組む態度が向上するとともに、教具を工夫して操作しながら活動をすることで、児童が興味関心を示し

たり、自ら進んで取り組んだりして、皆で楽しく学ぶことにつなげていきたいと考えた。 

 

３ 単元の評価規準 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

小学校

１年生 

 

 

・長さの量を、具体的な操作に

よって直接比べたり、他のも

のを用いて比べたりするこ

と。    

・身の回りにあるものの大きさ

を単位として、その幾つ分か

で大きさを比べること。  

・身の回りのものの特徴に着 

目し、量の大きさの比べ方を

見いだすこと。 

・身の回りにあるものの大きさ

を単位としてその幾つ分か

で数値化することで、大きさ

の違いを明確にすることの

よさに気付いている。 

 

 

小学校

２年生 

・長さの単位（ミリメートル

（mm）、センチメートル

（cm）、メートル（ｍ））に

ついて知り、測定の意味を理

解すること。    

・長さのおよその見当を付け、

単位を適切に選択して測定

すること。 

・身の回りのものの特徴に着 

目し、目的に応じた単位で量

の大きさを的確に表現した

り、比べたりすること。 

・ものの大きさについて普遍 

単位を用いて進んで表現し

たり、測定する対象の大きさ

に応じた適切な単位を選択

して的確に伝えようとした

りする。 

４ 目指す子供の姿 

 

 

 

 

５ 研究の視点 

視点１：個別最適な学びにつながる指導や支援 

〇実態に応じたグループ編成や手立ての工夫 

本学級の算数の授業は障害の特性や個別の実態を考慮しながらグループ編成を行い、児童の学習活動が効果

的に行われるように配慮している。児童の実態として、言葉や数字だけではなかなか理解するのが難しいこと

から、実際に操作しながら学習を進めていき、段階的に発展させていく。手立てとしても、通常の定規や巻尺

を活用するのが難しい児童に対しては、方眼紙のマスの数で測れるものを用意し、センチメートル（ｃｍ）の

み測れるようにする。通常のものを活用できる児童に対しても、定規のミリメートル（ｍｍ）の部分が徐々に

大きくなる定規などを用意し、一人一人が活用しやすいものを用意していく。比較をする際にも数字での比較

と実際の長さを比較することの双方を行うことにより理解を深めていく。その他にも視覚的に気付けるような

アプローチを多く用意しておくことで、混乱せずに活動に取り組むことができると考える。 

 

 

 

〇「長さ」に興味をもち、進んで長さを測ったり、比べたりする子供 

〇巻き尺、定規の使い方を理解し、自分に合った計測方法を選択して進んで学習に取り組む子供 

〇友達と協力しながら、課題解決に向かう子供 
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視点２：協働的な学びにつながる指導や支援（視点２） 

〇助け合いながら学習を進められるペアの組み合わせ 

本時では、あらかじめペアを設定しておき、活動した。児童同士でペアを組むことにより、助け合いながら

学習を進めていく。理解が進んでいる児童においても友達を助けることを通してさらに理解が深まると考える。

また、言葉のかけ方などコミュニケーションにおけるポイントについても指導し、他者と関わる力の育成につ

なげていきたい。将来社会に出るうえで必要不可欠であるので、協働的な学習を増やしていく必要があると考

える。 

 

６ 単元(題材)の指導計画（12時間） 

時 目 標 学 習 活 動 評 価 規 準 

１ 〇長さを測るときに

必要になるものに

ついて考えよう。 

〇長さを測る際に、なぜ基準となるも

のが必要かを考える活動を行ってい

く。 

・長さの量を、具体的な操作によっ 

て直接比べることができる。 

【知・技】 

２ 

 

〇身近なものを用い

て長さを測ってみ

よう。 

〇身近にある消しゴムや鉛筆を用いて

長さを測る活動を行っていく。 

・長さの量を、他のものを用いて 

比べることができる。【知・技】 

・身の回りのものの特徴に着目し、 

量の大きさの比べ方を見いだす 

ことができる。【思・判・表】 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

〇基準を用いて長さ

を測ってみよう。 

【Ａグループ】 

〇方眼紙のマスを用いて、長さを測る

活動を行っていく。 

・身の回りにあるものの大きさを単 

位として、その幾つ分かで大き 

さを比べることができる。【知・技】 

【Ｂグループ】 

〇定規を用いて、長さを測る活動を行

っていく。 

・長さのおよその見当を付け、単位

を適切に選択して測定することが

できる。【知・技】 

９ 

10 

〇センチメートルと

メートルの違いに

ついて考えよう。 

〇センチメートルとメートルの違いに

ついて考える活動を行っていく。 

〇実際にメートルのものを測る活動を

行っていく。 

・長さの単位（メートル（ｍ））に 

ついて知り、測定の意味を理解 

することができる。【知・技】 

・身の回りのものの特徴に着目し 

目的に応じた単位で量の大きさ 

を的確に表現したり、比べたり 

することができる。【思・判・表】 

11 

（本時） 

12  

〇自分の記録を測っ

てみよう。 

（くすの木オリンピ

ック・パラリンピッ

クに挑戦し、記録を

測る活動を行う。） 

【Ａグループ】 

〇方眼紙のマスを用いて、長さを測る

活動を行っていく。 

・身の回りにあるものの大きさを単

位として、その幾つ分かで大きさ

を比べることができる。【知・技】 

・身の回りにあるものの大きさを単

位としてその幾つ分かで数値化す

ることで、大きさの違いを明確に

することのよさに気付いている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

【Ｂグループ】 

〇定規や巻尺を用いて、長さを測る活

動を行っていく。 

・長さのおよその見当を付け、単位 

を適切に選択して測定することが

できる。【知・技】 
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・ものの大きさについて普遍単位を 

用いて進んで表現したり、測定す 

る対象の大きさに応じた適切な単 

位を選択して的確に伝えようとし 

たりすることができる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

 

７ 本時の指導 

（１）全体目標 

・自分に合った方法で長さを測ることができる。【知識及び技能】 

・自分に合った測定器具を選び、活用することができる。【思考力、判断力、表現力等】 

・意欲的に活動に取り組み、協力しながら長さを測ることができる。【主体的に学習に取り組む態度】 

（２）個別の実態 

児童 本単元に関する実態 単元の目標 本時の目標 

 〇関接比較をする際、

向きや比較するも

のが曲がっている

と比較を誤る。 

〇測定器具として定

規や巻尺を使用し

た経験が少ない。 

〇身の回りにあるものの大きさを

単位として、その幾つ分かで大

きさを比べることができる。 

〇マス目を使って、長さを測るこ

とができる。 

【知・技】 

〇自分の使ったことのある測定

器具を選び、活用することがで

きる。 

【思・判・表】 

 〇直接比較、間接比較

ともにできる。 

〇測定器具として定

規や巻尺を使用し

た経験が少ない。 

〇長さの単位（センチメートル

（cm））について知り、測定の

意味を理解することができる。    

〇長さのおよその見当を付け、単

位を適切に選択して測定するこ

とができる。 

〇センチメートルまでの長さを

測ることができる。 

【知・技】 

〇自分が使ったことのある測定

器具を選び、活用することがで

きる。    【思・判・表】 

 〇センチメートルま

で測定したことが

ある。 

〇数字の読みやミリ

メートルの読みに

おいて、見誤る。 

〇定規の当て方など

誤ることがある。 

・長さの単位（ミリメートル

（mm）、センチメートル（cm）、

メートル（ｍ））について知り、

測定の意味を理解することがで

きる。    

・長さのおよその見当を付け、単

位を適切に選択して測定するこ

とができる。 

〇ミリメートルまでの長さを測

ることができる。 

【知・技】 

〇自分が使ったことのある測定

器具を選び、活用することがで

きる。 

【思・判・表】 
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（３）本時の展開(11／12) 

時 

配 

学習活動と内容 教師の指導や支援〇 

     手だて△ 

期待される子どもの姿□ 

評価◇ 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 方眼紙、定規、巻尺の使い方を復

習する。 

  

〇方眼紙、定規、巻尺を実際に使用し、 

あて方や目盛りの読み方を確認す 

る。 

 

２ 本時の課題を確認する。 

 

 

３ 自分の挑戦した種目の記録を測

定する。 

〇手順を確認する。 

・教師の手本をよく見て、やり方を

覚える。 

〇それぞれの競技会場に移動し、活動

に取り組む。 

 

 

 

〇【Bグループ】 

アーチェリー・ボッチャ（くすの木０

組） 

〇【Ａグループ】 

卓上カーリング（くすの木２組） 

〇【活動の流れ】 

①先生にシールを貼ってもらい、測定 

をする。 

②一回目は、センチメートルが書いて 

あるシートを用いて測定を行う。 

③二回目は、各自が測定を行う。方眼 

紙、定規、巻尺などを用意しておき、 

各自が測定しやすいものを選んで 

使用する。 

④三回終わったら、一番近かったもの 

に丸をする。 

 

 

 

〇使い方を子供たちに問いかけながら

一緒に確認していく。（Ｔ１） 

 

〇今回は、方眼紙、定規、巻尺を使って

自分の挑戦した種目の記録を測るこ

とを伝え、本時の目標を確認する。（Ｔ

１） 

 

 

 

〇方眼紙、定規や巻尺を使って記録の測

り方を説明する。 

〇ワークシートの書き方を拡大し、黒板

に掲示して説明する。（Ｔ１） 

〇２人１組で活動することを確認する。 

△ペアで協力するべきところを説明す

る。 

△ペアをあらかじめ力量に合わせて設

定しておく。 

 

 

△ペアで協力して活動を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△定規は、センチメートルのみ測れるも

のと、通常のものを用意する。長さに

ついても１５ｃｍ・３０ｃｍ・１ｍの

ものを用意する。巻き尺についてもセ

ンチメートルのみ測れるものと、通常

のものを用意する。 

□計器の使い方を復習し、

本時の見通しをもつこ

とができる。 

□活動内容に興味関心を

もつことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇意欲的に測定に取り組

むことができる。 

【主】 

 

 

◇中心からの測定方法を

理解している 

【知・技】 

◇中心からの距離に適し

た測定方法を選択して

いる。 

【思・判・表】 

◇中心から近い順に並べ

替え、記録することがで

きる。 

【知・技】 

□協力して測定活動に取

り組むことができる。 

自分に合った測定方法で、自分の記録を測ってみよう。 
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15 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

４ 結果発表 

〇全員くすの木０組に集まり、各種目

の結果発表を行う。 

 

５ まとめ 

〇記録用紙に本時の振り返りを記入

する。 

〇次時の活動（学習）について説明 

する。 

 

〇各グループの結果をテレビに映しな

がら確認をしていく。 

 

 

〇ワークシートの振り返りのところに

本時学べたと思う項目に丸を付ける

ように促す。 

 

 

□各グループの測り方を

理解することができる。 

 

 

 


